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ごあいさつ

熊本県滅菌業務研究会 会長

藤井　裕

　第250回熊本県滅菌消毒法講座記念大会を、平成25年11月16日（土）に「くまも

と森都心プラザホール」にて開催いたします。本講座は中央材料部職員の教育と研

鑽の場として昭和52年に発足し、毎年かかさず年8回の講座を開催して現在に至っ

ております。おかげさまで毎回著名な先生方のご講演をいただき、多くの参加者と共

に勉強できることは講師の先生はじめ、顧問の先生方や歴代の役員の方々のおかげと

深く感謝する次第であります。

　このたび、250回目の講座を迎えるに当たり、その節目として記念大会を企画して

みました。普段の講座ではなかなかできない機器展示や会誌の発行などを行い、会員

の皆様に満足いただける講座にしてみたいと考えております。

　日本医療機器学会の滅菌技師（士）認定制度のおかげで、中央材料部の教育は飛躍

的に向上し、現場の実務はエビデンスに基づいて実践される時代になってきました。

その一方では新しい滅菌装置や洗浄装置が登場し、勉強の内容は留まるところを知り

ません。中央材料部にも常に最新の知識が要求される時代になったと認識しています。

　洗浄と滅菌は医療関連感染対策としても大変重要なポジションです。手術ロボット

が登場する時代となって、その重要性は増すばかりでしょう。今こそ私たちは持てる

知識と技術を存分に発揮して、医療の安全と品質の向上に貢献しなければなりません。

そのためには、地域の病院間で情報を共有できる研修会はぜひとも必要です。当研究

会の目的はまさにそこにあると思います。

　今回の記念大会は、身近な業務改善からグローバルな視点まで、盛りだくさんな内

容にしてみました。ぜひ多くの方々にご参加いただき、明日からの業務に活かしてい

ただければ幸甚です。
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第250回熊本県滅菌消毒法講座 『第250回記念大会』

プログラム

平成25年11月16日（土）（9：15～ 受付開始）

於：くまもと森都心プラザホール

10：00 開　　演　　　会長あいさつ

10：05 教育講演
座長：熊本託麻台リハビリテーション病院 医療安全対策室　成瀬 信裕 先生

『洗浄・滅菌業務における最新の知見』

島崎　　豊 先生　愛知県厚生連 海南病院 医療安全管理部

11：10 休　憩（10分）

11：20 研究発表
座長：熊本再春荘病院 麻酔科 第一種滅菌技師　柴田 義浩 先生

1 眼科手術器材の洗浄方法の検討
古賀　康治　日本ステリ株式会社、熊本大学医学部附属病院

2 滅菌器材における錆発生率低下を目的とした取り組みについて
清村　直樹　日本ステリ株式会社、熊本大学医学部附属病院

3 整形外科手術における業者貸出器械取り扱い基準の作成
池上　恭子、田上　幸枝　国家公務員共済組合連合会 熊本中央病院

11：50 ミニレクチャー（30分）

座長：国保水俣総合医療センター 第一種滅菌技師　江口 里美 先生

『快適で衛生的な生活を送るために　～除菌・抗菌・カテキン？～』

尾家　重治 先生　山口大学医学部附属病院 薬剤部
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12：20 昼食・休憩（80分）　　　展示会場見学

13：40 シンポジウム
座長：熊本総合医療リハビリテーション学院 第一種滅菌技師　藤井 裕

『滅菌技師（士）のこれから』

シン ポジスト

松田　和久 先生　済生会福岡総合病院 中央手術部・麻酔科 顧問
坂本　眞美 先生　国際医療福祉大学・看護生涯教育センター 看護教育部長
男澤千佳子 先生　国立療養所菊池恵楓園 感染管理認定看護師

14：40 休　　憩（30分）　　　展示見学

15：10 記念講演
座長：熊本大学医学部附属病院 麻酔科教授　山本 達郎 先生

『世界から見た日本の材料部』

高階　雅紀 先生　大阪大学医学部附属病院

16：20 終　　了

18：00 懇 親 会　　ホテルニューオータニ熊本



教育講演

『洗浄・滅菌業務における最新の知見』

島崎　豊 先生

愛知県厚生連 海南病院 医療安全管理部

座長：熊本託麻台リハビリテーション病院 医療安全対策室　成瀬 信裕 先生
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研究発表

1 眼科手術器材の洗浄方法の検討
古賀　康治　日本ステリ株式会社、熊本大学医学部附属病院

2  滅菌器材における錆発生率低下を目的とした
取り組みについて

清村　直樹　日本ステリ株式会社、熊本大学医学部附属病院

3  整形外科手術における
業者貸出器械取り扱い基準の作成

池上　恭子、田上　幸枝　国家公務員共済組合連合会 熊本中央病院

座長：熊本再春荘病院 麻酔科 第一種滅菌技師　柴田 義浩 先生
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　眼科手術器材は、繊細で微小な構造の物が多く、

洗浄が困難である。そのため、洗浄方法が限られ、

洗浄不良を起こしている可能性がある。また、眼科

手術器材のメーカーによって専用の洗浄器具が販売

されているが、効率の面で考えると実用的でないな

ど、各施設によって洗浄方法を工夫せざるを得ない

状況がある。今回は、洗浄工程の浸漬洗浄を見直し、

洗浄効果・効率の向上について検討した。また、マ

イクロ器材の洗浄について、専用の洗浄器具使用に

よる洗浄効果・効率の向上についても検討した。

1 眼科手術器材の洗浄方法の検討

古賀　康治
日本ステリ株式会社、熊本大学医学部附属病院

研 究 発 表
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　熊本大学病院の材料部では、平成17年度より器

材洗浄後の目視点検にて発見した器材の錆発生数を

月別に集計している。この結果から錆除去にかかる

再洗浄処理業務に多くの時間を費やしてたことが分

かった。

　平成21年度より錆発生を抑える為の取り組みと

してスタッフの作業標準化、器材保管環境の改善、

メンテナンス方法の見直しを実行した。

　その結果、器材の錆発生が抑えられ改善したので

結果を報告する。

2 滅菌器材における錆発生率低下を目的とした
取り組みについて

清村　直樹
日本ステリ株式会社、熊本大学医学部附属病院

研 究 発 表



ミニレクチャー

『快適で衛生的な生活を送るために　　
　　　　　　　　～除菌・抗菌・カテキン？～』

尾家　重治 先生

山口大学医学部附属病院 薬剤部

座長：国保水俣総合医療センター 第一種滅菌技師　江口 里美 先生
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ミニレクチャー

『快適で衛生的な生活を送るために　　
　　　　　　　　～除菌・抗菌・カテキン？～』

尾家　重治
山口大学医学部附属病院 薬剤部

1. 「除菌」は必ずしも消毒ではない

　患児のお母さんが、清潔保持の目的で、“スポン

ジの除菌ができる ”洗剤をスポンジにしみ込ませて

いた現場に遭遇しました。このスポンジを調べてみ

ると、緑膿菌の “巣 ”になっていました（図1）。

2. 「99.9％除菌」も必ずしも消毒ではない

　「99.9％除菌」と表示された入れ歯洗浄剤が、肺

炎の原因になっていた事例を経験しました（図2）。

3. 「除菌」や「消臭」が有害になることもある

　「除菌」や「消臭」を歌い文句に、数多くの商品

が市販されています。しかし、これらの商品のなか

には有害なものがあります。たとえば、オゾンや二

酸化塩素の室内くん蒸は、毒性の観点から望ましく

ありません（図3）。

4. 消毒薬の噴霧は望ましくない

　消毒薬の噴霧を行うと、消毒薬を大量に吸入した

り、眼に浴びたりするなどの毒性が問題になります

（図4）。また、噴霧法は清拭法に比べて消毒効果が

図1　“ スポンジの除菌ができる ”洗剤を
しみ込ませたスポンジの汚染

図3　オゾンによる環境の消毒・消臭は望ましくない

図4　消毒薬の噴霧は望ましくない図2　入れ歯洗浄剤の汚染

緑膿菌

セパシア菌
108 個 /mL
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不確実です。したがって、消毒薬の噴霧は控えてく

ださい。清拭で対応します。

5. お茶に抗菌作用はない

　市販のお茶や、病院調製のお茶には抗菌効果はあ

りません。それどころか、増殖促進効果があります

（図5）。したがって、ノズル容器などへのお茶のつ

ぎ足し使用は避けてください。

図5　各種溶液中での緑膿菌の動態（30℃）
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院内調製のお茶
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シンポジウム

『滅菌技師（士）のこれから』

シン ポジスト

松田　和久 先生　済生会福岡総合病院 中央手術部・麻酔科 顧問

坂本　眞美 先生　国際医療福祉大学・看護生涯教育センター 看護教育部長

男澤千佳子 先生　国立療養所菊池恵楓園 感染管理認定看護師

座長：熊本総合医療リハビリテーション学院 第一種滅菌技師　藤井 裕



― 28 ―

　2000年に医科器械学会（現 医療機器学会）認定

資格として小林寛伊先生が立ち上げられたこの滅菌

技士（師）は、14年経過して認定者は4,500名を超

えています。一般にはまだそんなに知られていない

この資格も病院の中では、かなり知られて来ました。

昔の中央材料部（中材）で長年働いて来た人達は、

勉強して専門的知識を持っているのに、資格が無い

ということで肩身が狭かったと思います。資格があ

るということで、病院の中で重要な役割を果たす滅

菌部門の技術者が ‘ 素人 ’ ではなくなったと思いま

す。やはり、滅菌部門で働く人は、一定のレベルを

有する ‘専門家 ’であるべきです。

　以前は、「肉眼で汚れが見えないくらいに洗って、

オートクレーブに入れれば滅菌完了です。インジ

ケータはたまに使うくらいで良い！」と言っていた

人がいました。

　現在は、ご存知のように滅菌器も各種類あり、滅

菌のガイドライン、洗浄のガイドライン、職業感染

対策、CJD（クロイツフェルトヤコブ病）対策など

多くの知識も技術に加え専門家の眼を要求されます。

素人では出来ないということです。先日のサプライ

カンファでのアンケート結果で「こんなに厳しい

仕事とは思っていなかった！」と言って辞めて行く

人がいると聞きました。

　有資格者の看護師で材料部に異動した人は、かな

り勉強しなくてはならないはずです。ICN（感染管

理認定看護師）でさえ、「滅菌に関しては知識不足

なので滅菌技士の勉強をして認定を受けました。」

という方もおられます。

　近年、MIS （minimally invasive surgery）低侵襲

手術（最小侵襲手術）の増加による複雑な機器・器

材の滅菌が増加しています。これらは、洗浄が困難

＝滅菌困難な器材が多いのです。そのことが理解出

来ない外科医師や看護部管理者の中には、「どうし

て出来ないの？チャチャッと出来るやろ！」と言っ

たりする人がいます。

　「では、教えますからやってみてください。」と

言うと、必ず「自分は洗うのは専門ではないから。

もう良いからさっさと炊いて！」と返って来ます。

また、以前よく聞いた「5分で滅菌して！」「そん

な短時間では出来ません！」という会話は聞くこと

が無くなりました。

　科学的な根拠で返事すれば、滅菌のことを知らな

い人達は言い返せないと思います。

　医療機能評価では、滅菌部門の項目があり、滅菌

保証、洗浄・滅菌業務の質改善、滅菌部門の職員の

能力開発などが評価されました。本年少し変わりま

したが、院内の人には、滅菌部門の重要性を知る

きっかけになったと思います。最近は、滅菌の外部

委託が増えましたが、病院側にも滅菌部門のことが

わかる人がいないと滅菌部門を最も利用する手術部

と円滑な業務関係が出来ないと思います。

　以前は〈院内の非生産性部門〉と言われた滅菌

部門ですが、近年、総合病院では、滅菌部門が円滑

に稼働すれば外科手術症例数を増やせる＝収益が上

がるということがわかってきたようです。

　ということで、滅菌技士（師）という資格は、医

療の中で着実に認識が上がって来たと思っています。

滅菌技士（師）のこれから

松田　和久
済生会福岡総合病院 中央手術部・麻酔科 顧問

1
シンポジウム
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はじめに

　我が国の滅菌業務は、材料部で働く「看護助手」

達によって支えられてきました。医療機関における

「滅菌サービス業」として、滅菌業務が医療機関か

ら外に滅菌専用施設を作り、滅菌代行業務として看

護師や看護助手の手を離れる形で専門業者として起

業化が開始されました。日本滅菌業協議会によると、

滅菌サービスを提供する専用施設が日本で初めて設

置されたのは昭和60年とされています。

　当時の医療機関における滅菌部門（中央材料部：

中材）に対する病院管理者の重要性認識は高いとは

言えず、設備や業務手順においても理想と現実の中

で「滅菌の質保証」の弱体性に悩む中材管理者達

が多くいました。院内感染防止に果たす中材の役割

の大きさが徐々に認識されてくるとともに、永年滅

菌業務を支えてきていた無資格者から、資格認定者

による業務へと認識が高まっていきました。今日の

滅菌業務委託への切り替えは、資格認定者による作

業と職員の学習継続がなされている安心もあります。

　日本医科器械学会（現：日本医療機器学会）が

2000年に滅菌技師認定制度を発足させ、滅菌技士

認定委員会による資格認定が行われるようになりま

した。2003年には日本滅菌業協議会独自の資格認

定制度もスタートし、資格有効期間を定め毎年フォ

ローアップ研修受講を義務付けるなどで、スキル

アップを図り滅菌の質保証に努められています。

滅菌技士のこれからを考える

　このような流れを受けて、チーム医療を支える職

種としての、「滅菌技師（士）のこれから」に期待し、

羽ばたいて頂けるように「夢」を語ってみたい。

　まず短期目標として、医療機関における滅菌業務

を病院職員業務から委託業務に切り替えられる事で、

有資格者配置で安全な滅菌の保証を広げる事が出来

ます。

　滅菌技士に期待する仕事として、中材設備の保守

管理、業務の始業前準備の遵守。作業者の専門性の

保証。病院安全管理の一翼をになう役割を含め、設

備更新時のアドバイザーなど、専門的立場から滅菌

業務全般の動向を見据えた情報提供を行う等、医療

経済、安全性を共に考えられる専門職者として委託

者側にメリットを与えることが出来ます。

　また、将来展望として、先進的な医療への貢献へ

の期待もあります。手術手技の発展は、再生医療分

野を含め、新分野が開けるでしょう。今日のロボッ

ト手術を例にとっても、手術医療の進歩に伴う医療

機器の開発において、操作性重視でより複雑で、繊

細なものが求められます。手術機器の安全性は、確

実な洗浄と滅菌であることは原則です。ともすると

外科医の意見重視の機器開発分野の研究者や製造者

との協働をアピールする必要があるでしょう。

　実際の医療現場にて日々の滅菌技士たちの工夫と

研究の中に、安全な医療機器としての再生に必要な

知恵があふれます。器械・器具製造においては是非

に滅菌業務の専門職として、滅菌技士との協働をは

かって頂きたいものです。

　なによりも、滅菌技士自らが望む滅菌業務の確立

のために、必要な条件に照らして考えれば、果たす

べき役割の大きさを感じて頂ける事になるでしょう。

滅菌技士（師）のこれから

坂本　眞美
国際医療福祉大学・看護生涯教育センター 看護教育部長

2
シンポジウム



記念講演

『世界から見た日本の材料部』

高階　雅紀 先生

大阪大学医学部附属病院

座長：熊本大学医学部附属病院 麻酔科教授　山本 達郎 先生
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スライド6スライド3

スライド2 スライド5

スライド1 スライド4

記 念 講 演

『世界から見た日本の材料部』

高階　雅紀
大阪大学医学部附属病院
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研究会の歩み
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開催日 講　演　内　容 講　　　　　師

第1回研究会 S52.07.02 研究会発足のための懇親会
　 滅菌業務従事者の情報交換の場、滅菌業務に関する
研究会として発足

発起人　国立熊本病院中材婦長　吉井道子
司会進行　松岡ケイ子

第2回研究会 S52. 研究会運営方針、情報交換 「今後の研究会をどう発展させるか」

第3回研究会 S52.11.26 講演 「ガス滅菌について」 サクラ精機 KK　平井

第4回研究会 S53.04.15 講演 「滅菌バッグについて」 ホギ KK企画開発部　中村修二

第5回研究会 S53.09.30 講演 「院内感染防止について」
会則の作成

ナニワ医科工業 KK設計技術部長　白井惣之助

第6回研究会 S53.12.02 講演 「ステリハイドについて」 石丸製薬 KK

第7回研究会 S54.02.18 講演 「米国における滅菌管理の現状について」 アメリカミズリー大学微生物学教授　フランク・
エングレー

第8回研究会 S54.05.19 講演 「一般的消毒について」 熊本大学医学部附属病院薬剤部副部長　岩奥玲子

第9回研究会 S54.09.22 講演 「ディスポ製品について」 テルモ・ジャパン KK社員

第10回研究会 S54.12.01 ゼミナール 「高圧蒸気滅菌について」
　　　　　 「EOG滅菌について」
　　　　　 「超音波洗浄について」

第11回研究会 S55.02.16 講演 「院内感染とその防止対策」 国立大阪大学医学部附属病院検査部部長　神木照雄

第12回研究会 S55.07.12 講演 「苦悩する中材業務」 健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第13回研究会 S55.11.29 グループ討議
　A. EOG滅菌について
　B. 洗浄法について
　C. 院内感染について

討議助言者
　健康保険八代総合病院院長　伊佐久ニ
　　　　〃　　　麻酔科部長　青木範充

第14回研究会 S56.04.25 講演 「院内感染防止および消毒法について」 国立療養所熊本再春荘病院薬剤部部長　多賀泰雄

第15回研究会 S56.0912 講演 「EOG滅菌について」 健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第16回研究会 S57.01.23 講演 「米国における中材業務の現状」 健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第17回研究会 S57.05.29

S57.05.30

講演 「高圧蒸気滅菌装置の取り扱いについて」
実技研修：高圧蒸気滅菌装置の取り扱い

千代田制作所　中条敏行
千代田制作所　中条敏行

第18回研究会 S57.11.20 講演 「超音波洗浄装置について－その使用上の問題点－」 シャープ KK技術部

第19回研究会 S58.02.26 一般演題 「中材業務の現状と問題点」
　　　　 「アンケート調査結果報告」
講演 「手術室の清潔管理について」
＊会員の研究発表開始

熊本赤十字病院中央材料室　岩下三生
熊本大学医学部附属病院中央材料部　沼田和子
国立熊本病院麻酔科部長　宮崎久義

第20回研究会 S58.06.20 講演 「感染症の変貌」 長崎大学学長　福見秀雄
20回記念特別講演 「院内感染とその防止対策」 岩手大学医学部滅菌学教授　川名林冶

第21回研究会 S58.07.09 講演 「滅菌と消毒－その考え方－」
　　 「滅菌と消毒－その実際－」

熊本大学医学部附属病院薬剤部無菌製剤室長　渋田達幸
熊本大学医学部附属病院薬剤部製剤室長　飛野幸子

第22回研究会 S58.09.03 施設見学：健康保険八代総合病院手術室・滅菌材料室 健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第23回研究会 S59.03.10 一般演題 「医療用消耗物品の中央移管について」
　　　　 「中材業務アンケート集計結果報告」

健康保険八代総合病院中央材料室　山口記代
熊本大学医学部附属病院中央材料部　堀美恵子

第24回研究会 S59.06.16 グループ討議
　　A.オートクレーブについて
　　B.ガス滅菌について
　　C.洗浄法について

熊本県滅菌業務研究会の歩み
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開催日 講　演　内　容 講　　　　　師

第25回研究会 S59.11.10 講演 「ディスポ製品の安全管理について」
　A. ガンマー線滅菌について
　B. 滅菌工程における安全（品質）管理について
　C.  販売ルート（メーカー出庫から病院納入まで）にお

ける安全管理
　D.  ディスポーザブル製品の保管管理（使用現場にお

ける安全管理）
　E. 気管内チューブ、カニューレの再生について

テルモジャパン KK　相馬　清
ニプロ KK　増田正夫
日本メディカルサプライ　小早川清和

トップ KK　山際裕一

日本メディコ KK　木下久雄

第26回研究会 S60.04.13 一般演題
「業務の省力化に関する一検討
　－気管吸引器材消毒液の細菌培養を試みて－」
講演 「医療用消耗物品の中材管理」
＊年会費2000円を年度のはじめに一括徴収、会員証発行を開始

熊本地域医療センター中央材料部　土持　菫

健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第27回研究会 S60.07.13 講演 「危険病原体の管理に関する世界の現状」
＊滅菌消毒法講習会に関するアンケート調査

国立熊本病院院長　横田　功

第28回研究会 S60.11.13 一般演題
「コンピュータによるディスポ製品の管理について」
「中央滅菌材料室の案内作成について」
「卓上小型自動滅菌器の滅菌効果の判定」
講演 「これからの中央材料部を考える」

熊本大学医学部附属病院中央材料部　羽山弓子
国立熊本病院中央滅菌材料部　村上智賀子
健康保険八代総合病院手術部　松永みさ子
玉名地域医療保険センター総婦長　永山キヨ

第29回研究会 S61.03.08 一般演題 「ゴム手袋の手術時破損状況調査」
　　　　 「手術部における滅菌物の管理」
講演 「手術室内浮遊塵埃数の長時間連続測定」
　　 「手術室内浮遊塵埃の動向」
　　 「手術室内の微生物汚染度調査」

熊本市民病院中央手術室　伊藤直美
健康保険八代総合病院手術部　小林千代子
熊本大学医学部附属病院中央手術部　櫛山三蔵
熊本大学医学部附属病院中央手術部　櫛山三蔵
熊本赤十字病院麻酔科部長　浅井　淳

第1回講習会 S61.05.10 講演 「滅菌の原理」
「滅菌法－高圧蒸気、エチレンオキサイド、その他－」

国立熊本病院麻酔科部長　宮崎久義
熊本市民病院麻酔科部長　尾方信也

＊ 国立熊本病院地域医療研修センター開設に伴い、中央材料部業務に関するセミナー「滅菌消毒法講習会」を開講
（年間5回を1クールとする）

第30回研究会 S61.06.08 講演 「中材業務の現状と将来」
　　 「水痘生ワクチンの開発と研究」

浜松医科大学麻酔科教授　池田和之
大阪大学微生物研究所教授　高橋理明

第2回講習会 S61.07.21 講演 「滅菌装置」
　　 「滅菌効果の確認」

熊本赤十字病院麻酔科部長　浅井　淳
熊本赤十字病院麻酔科部長　浅井　淳

第3回講習会 S61.09.13 講演 「回収と再生」

　　 「ディスポーザブル医用器材の管理」

熊本大学医学部附属病院中央材料部婦長　掘恵美子
国立熊本病院中央材料室婦長　村上智賀子
健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第4回講習会 S61.10.11 講演 「消毒法」
　　 「建設設備と人的構成」

熊本大学医学部附属病院薬剤部副部長　岩奥玲子
健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第31回研究会 S61.11.28 一般演題 「気管内チューブの再生回数と廃棄の原因」
　　　　 「チューブ類の再生処理の工夫」
現状報告「物品及び衛生材料の使用状況」
講演 「職場を楽しくするために」

健康保険八代総合病院手術部　宮本尚枝
健康保険八代総合病院器材部　掘田都美子
玉名地域医療保険センター　勘米良和代
山鹿市立病院院長　飛松辰典

第5回講習会 S62.02 講演 「中材のあり方と業務の範囲」 健康保険八代総合病院麻酔科部長　青木範充

第32回研究会 S62.03.07 一般演題 「手術室清潔保持のための改善と現状報告」
　　　　 「超音波洗浄の洗浄効果テストを試みて」
　　　　 「  EOG滅菌作業の安全性について

－滅菌物取り出し時期の再検討－」
講演 「中材業務と教育」

公立玉名中央病院中央材料室　村上孝子
山鹿市立病院中央材料室、手術室　金山幸子
熊本大学医学部附属病院中央材料部　中村範幸

熊本大学医療技術短期大学看護学科教授　園田志津子

第6回講習会 S62.05.16 講演 「蒸気滅菌とガス滅菌の実際と注意点」 看護部長　京谷光子



熊本県滅菌消毒法講座第250回記念大会
プログラム・抄録集

発行日：平成25年11月16日

発　行： 熊本県滅菌業務研究会
発行責任者　藤井　裕

出　版： 

〒861-8007 熊本市北区龍田弓削1丁目4番12号
TEL：096-338-0500　FAX：096-386-3001


